
これからの秩父地域の口腔がんについて

　近年、口腔がんという言葉を新聞やテレビな

どで耳にすることが多くなりました。そのせい

か患者さんや知人から口腔がんについて質問を

受けることや口腔がんを疑い受診する方が増え

ました。私が学生の頃、口腔外科の授業でも当

然口腔がんについて学びましたが、「歯科医師人

生のうち口腔がんを発見するのは１人から２人

程度である」と聞いていたのでその程度だと思っ

ていました。

　口腔がんの患者数は日本の人口の１～３％

程度で希少癌の一つです。ですが死亡率は約

４６％であり、毎年約３０００人の方が口腔が

んで命を落としています。日本人の口腔がんを

年齢別に見ると、７０代が２９．１％、６０代が

２６．５％、５０代が１８．１％となっており、

５０歳以上が約８０％を占めているという報告

があります。高齢化社会を迎えた日本では、 今

後口腔癌の罹患数も増加しつつあると言われて

います。

　口腔がんは直接見て触れることができるため

初期の段階で見つけることができます。 早期発

見できれば、それだけ治癒率が高まります。そ

のため口腔がん検診が重要であると考えられて

います。口腔がん検診は、 口腔癌のみならず白

板症や紅板症などの前癌病変、扁平苔癬などの

前癌状態を含めて早期に診断し治療することが

重要であるといわれています。

　今年度、当院歯科の紹介状を歯科医師会の会

員の先生に送らせていただきました。そして多

くの先生方に患者様を紹介していただいており

ます。その中には口腔がんを疑い、 ご紹介いた

だくケースもありました。 口腔がんについて正

しく理解し、 予防・治療して、秩父地域の口腔

がん死亡率を低下させていきたいと考えており

ます。
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